
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

農
業
後
継
者
顕
彰

農業委員会だより
編集・発行

狛江市農業委員会
狛江市和泉本町1-1-5
☎03－3430－1111

�

令
和
３
年
度�

顕
彰

受
賞
者
紹
介

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

小
川　
昌
士･

洋
子
さ
ん

農
業
委
員
会
が
推
薦
し
た

　

大
学
で
は
環
境
問
題
を
学

び
、
造
園
関
係
の
会
社
に
就

職
。
多
忙
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
を
経
験
後
、就
農
す
る
。

野
菜
栽
培
は
父
に
学
び
、
切

り
花
は
東
京
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ

ワ
ー
研
究
会
で
学
ん
だ
。
多

品
種
の
野
菜
や
切
り
花
を
少

量
生
産
し
、
品
質
向
上
に
は

常
に
努
力
す
る
。
安
全
で

新
鮮
、
美
味
し
い
野
菜
を
市

民
に
供
給
し
、
消
費
者
か
ら

の
信
頼
は
高
く
、
認
定
農
業

者
と
し
て
優
れ
た
生
産
技
術

を
持
つ
優
秀
農
業
経
営
者
で

す
。

　

大
学
卒
業
後
就
農
、
祖
父

指
導
の
下
、
一
か
ら
農
作
業

を
学
ぶ
。
今
は
作
付
、
肥
培

管
理
、
販
売
と
全
面
的
に
主

軸
を
担
う
。Ｇ
Ａ
Ｐ
研
究
会
、

東
京
都
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
農

産
物
認
定
の
会
に
属
し
、
農

作
業
の
勉
強
に
日
々
取
組

む
。
安
全
で
美
味
し
い
野
菜

を
お
客
様
に
届
け
る
こ
と
を

経
営
の
目
標
と
す
る
。
ザ
ー

サ
イ
、
ゴ
ル
ゴ
、
ス
テ
ィ
ッ

キ
オ
等
、
変
わ
っ
た
品
種
に

も
挑
戦
。
将
来
飛
躍
が
期
待

さ
れ
る
優
秀
農
業
経
営
者
で

す
。

　

多
品
目
野
菜
と
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
栽
培
、
庭
先
販
売
を

メ
イ
ン
と
す
る
。
夏
は
生
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
秋
は
冷
凍
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
販
売
。
季
節

野
菜
を
丁
寧
に
育
て
消
費
者

か
ら
の
信
頼
は
高
い
。
農
業

委
員
を
２
期
、
職
務
代
理
を

務
め
る
。
農
業
経
営
改
善
計

画
相
談
支
援
チ
ー
ム
、
都
市

農
政
推
進
協
議
会
の
役
員

も
歴
任
し
、
狛
江
の
都
市
農

政
推
進
に
多
大
な
る
貢
献
を

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

髙
橋　
庸
之
さ
ん

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

須
田　
和
男
さ
ん

さ
れ
た
優
秀
農
業
経
営
者
で

す
。

　

造
園
事
業
に
様
々
な
創
意

工
夫
を
重
ね
て
こ
ら
れ
、
効

率
性
の
高
い
農
業
経
営
を
信

念
と
す
る
。
緑
化
推
進
協
議

会
、都
市
農
政
推
進
協
議
会
、

造
園
組
合
長
、
日
本
造
園
組

合
連
合
会
東
京
支
部
長
、
農

協
支
部
長
、
観
光
協
会
会
長

等
、
様
々
な
役
職
を
歴
任
。

地
域
社
会
の
発
展
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
る
。
農
業
委

員
会
部
会
長
に
就
任
し
、
狛

江
農
業
の
活
性
化
に
尽
力
さ

れ
た
優
秀
農
業
経
営
者
で

す
。 優

秀
農
業
経
営
者
表
彰

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

白
井　
昇
さ
ん

狛江市

農
業
功
労
者
表
彰
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義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

■

視
察
研
修

■
農
業
委
員
会
の
活
動

　

昨
年
11
月
、
農
家
さ
ん
の

多
く
が
使
用
す
る
牛
ふ
ん
堆

肥
の
事
業
者
、
竹
内
牧
場
を

視
察
し
ま
し
た
。
あ
き
る
野

市
の
豊
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

地
に
牛
舎
は
あ
り
、
２
百
頭

も
の
黒
毛
和
種
メ
ス
牛
た
ち

が
健
や
か
に
飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
。
竹
内
牧
場
は
昭
和
30

年
代
に
乳
牛
経
営
を
始
め
、

平
成
初
期
に
和
牛
飼
育
に

移
行
、
平
成
11
年
の
家
畜
排

せ
つ
物
処
理
法
を
機
に
堆
肥

化
設
備
を
導
入
し
ま
す
。
牛

の
仕
入
先
は
岩
手
県
、
生
後

10
か
月
程
度
を
購
入
、
竹
内

牧
場
で
生
後
30
か
月
ま
で
飼

育
し
て
出
荷
し
ま
す
。
堆
肥

の
製
造
工
程
は
牛
ふ
ん
に
ケ

ヤ
キ
の
お
が
く
ず
を
混
ぜ
込

み
、
発
酵
機
で
回
し
一
次
発

酵
、
そ
の
後
山
積
み
に
し
二

次
発
酵
さ
せ
ま
す
。
発
酵
に

は
酸
素
が
必
要
で
パ
ワ
ー

シ
ャ
ベ
ル
で
切
返
し
、
送
風

を
繰
返
し
完
熟
堆
肥
化
さ
せ

ま
す
。
発
酵
が
進
む
と
熱
が

発
生
、
80
度
に
上
り
微
生
物

は
ほ
ぼ
死
滅
、
代
わ
っ
て
放

線
菌
が
増
殖
し
分
解
が
終
わ

る
と
温
度
が
下
が
り
完
熟
化

の
サ
イ
ン
、
こ
の
間
３
カ
月

を
要
す
そ
う
で
す
。
今
回
身

近
な
有
機
肥
料
の
製
造
現
場

を
確
認
で
き
、
と
て
も
有
意

　

農
業
委
員
会
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

○
毎
月
総
会
を
開
催

　

相
続
税
の
納
税
猶
予
に
関

す
る
適
格
者
証
明
書
や
生
産

緑
地
に
係
る
農
業
の
主
た
る

従
事
者
証
明
、
農
地
法
第
３

条
の
規
定
に
よ
る
農
地
の
権

利
移
転
許
可
申
請
等
を
審
議

し
て
い
ま
す
。

○
各
種
届
出

　

農
地
に
つ
い
て
は
農
地
法

等
に
基
づ
く
各
種
の
届
出
が

必
要
で
す
。
農
業
委
員
会
で

取
り
扱
っ
て
い
る
主
な
手
続

き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

①
農
地
法
第
４
条
の
届
出

　

農
地
所
有
者
が
自
身
で
所

有
し
た
ま
ま
農
地
を
駐
車
場

に
す
る
な
ど
、
農
地
転
用
を

行
う
場
合
に
事
前
に
必
要
な

届
出
で
す
。

②
農
地
法
第
５
条
の
届
出

　

農
地
を
売
却
し
、
宅
地
に

転
用
さ
れ
る
な
ど
、
所
有
権

移
転
を
伴
う
農
地
転
用
を
行

う
場
合
に
事
前
に
必
要
な
届

出
で
す
。

③
引
き
続
き
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
る
旨
の
証
明
書

　

相
続
税
納
税
猶
予
の
特
例

適
用
の
継
続
の
た
め
、
３
年

毎
に
必
要
と
な
る
証
明
で

す
。

④
生
産
緑
地
に
係
る
農
業
の

主
た
る
従
事
者
証
明
書

　

相
続
が
発
生
し
、
市
長
に

対
し
て
生
産
緑
地
の
買
取
り

申
し
出
を
行
う
場
合
に
必
要

と
な
る
証
明
で
す
。

⑤
農
地
法
第
３
条
の
３
の
規

定
に
よ
る
届
出
書

　

農
地
を
相
続
に
よ
り
取
得

し
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会

へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
苦
情
対
応

　

農
業
委
員
は
日
頃
か
ら
農

地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

る
か
、
見
回
り
を
実
施
し
て

は
い
ま
す
が
、
肥
培
管
理
な

ど
つ
い
て
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
地
区
委
員
が
苦
情

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
法

に
基
づ
き
、
委
員
全
員
と
事

務
局
職
員
で
年
３
回
、
５
月
、

９
月
、
1�
月
の
総
会
後
に
、

農
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。
実
施
し
た
３
回
の

調
査
で
は
、
概
ね
適
正
に
肥

培
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
適
正
な
農
地
管
理
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

★
活
動
備
忘
録

★
狛
江
産
農
産
物
直
売

★
農
産
物
展
示
即
売
会

　

枝
豆
ま
つ
り

　
農
家
応
援
セ
ー
ル

　

都
市
農
政
推
進
協
議
会
主

催
の
狛
江
産
農
産
物
直
売
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
枝
豆

ま
つ
り
が
令
和
３
年
７
月

５
・
６
日
、
農
家
応
援
セ
ー

ル
が
７
月
11
日
と
1�
月
５

日
、
例
年
の
正
月
用
冬
野
菜

の
直
売
が
1�
月
�5
日
に
、
そ

れ
ぞ
れ
市
役
所
市
民
ひ
ろ
ば

等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の

会
も
販
売
開
始
よ
り
多
く
の

市
民
が
列
を
作
り
、
好
評
な

売
れ
行
き
で
し
た
。
狛
江
産

農
産
物
を
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
11
月
14
日
、
狛

江
市
民
ま
つ
り
第
一
小
学
校

会
場
で
、約
１
４
０
０
点
も
の

特
選
農
産
物
の
展
示
即
売
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
11
時

半
か
ら
始
ま
っ
た
即
売
で
は

長
蛇
の
列
が
で
き
、
次
々
と

市
民
の
方
が
買
い
求
め
ら
れ
、

１
時
間
半
で
完
売
。
市
民
へ

の
狛
江
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
貢

献
し
ま
し
た
。

●
簿
記
記
帳
講
習
会

　

東
京
都
農
業
会
議
の
指
導

に
よ
る
講
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
、
詳
し
く
は
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
食
育
講
習
会
に
参
加
し
て

　

令
和
３
年
７
月
２
日
、
あ

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で「
狛
江

の
畑
を
食
べ
よ
う
」と
題
し
、

農
業
委
員
を
講
師
と
し
た
食

育
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
大
雨
の
中
な
が

ら
約
30
名
の
方
が
参
加
し
、

ま
ず
小
川
職
務
代
理
が
狛
江

の
農
業
の
状
況
や
農
業
委
員

会
の
活
動
、
狛
江
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
等
に
つ
い
て
講
話
を

行
い
ま
し
た
。
次
に
小
町
委

員
が
ス
ラ
イ
ド
使
っ
て
、ご
自

身
の
畑
の
様
子
や
珍
し
い
野

菜
の
写
真
、
栽
培
方
法
等
を

説
明
し
ま
し
た
。
最
後
に
質

疑
応
答
が
あ
り
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
毎
回
大
変
好
評
な
講
習

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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◦
編
集
後
記

●

会
長
挨
拶

会
長　

荒
井　

悟

　

永
年
に
わ
た
り
狛
江
市
の

農
業
の
先
導
者
と
し
て
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

共
栄
支
部
の
谷
田
部
英
雄
さ

ん
が
、
令
和
３
年
11
月
�3
日

に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
狛
江
市
農
業
委

員
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協

力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
未
だ
に
収

ま
ら
な
い
中
で
、
感
染
さ
れ

た
方
や
そ
の
関
係
者
の
皆
様

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
云
う
社

会
情
勢
が
不
安
定
な
状
況
に

な
り
世
界
的
な
食
糧
不
足
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
食
料
の
流

通
が
滞
る
事
に
よ
り
地
産
地

消
が
さ
ら
に
注
目
を
浴
び
る

よ
う
に
な
り
地
元
農
家
の
皆

様
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は

益
々
大
き
な
も
の
と
な
っ
て

行
き
ま
す
。
し
か
し
我
々
農

業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
後

継
者
等
の
担
い
手
不
足
や
相

続
に
よ
る
農
地
の
減
少
、
天

候
不
順
に
よ
る
収
穫
の
不
安

定
等
、
厳
し
い
状
況
は
変
わ

ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。
一
方

で
都
市
農
業
に
お
い
て
は
特

定
生
産
緑
地
制
度
や
都
市
農

地
貸
借
円
滑
化
法
に
よ
る
納

税
猶
予
適
用
農
地
の
貸
借

等
、
生
産
緑
地
保
全
へ
向
け

た
法
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

地
域
農
業
者
の
立
場
に
立
ち

農
業
者
の
地
位
向
上
と
経
営

の
安
定
を
目
指
す
た
め
引
き

続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂

　

第
17
号
農
業
委
員
会
だ
よ

り
を
お
届
け
し
ま
す
。
�4
期

も
２
年
を
経
過
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
月

総
会
を
開
催
し
、
相
続
税
の

納
税
猶
予
に
関
す
る
適
格
者

証
明
書
や
生
産
緑
地
に
係
る

農
業
の
主
た
る
従
事
者
証

明
、
農
地
法
第
３
条
の
規
定

に
よ
る
農
地
の
権
利
移
動
申

請
の
審
議
を
し
て
い
ま
す
。

権
利
移
転
の
申
請
も
件
数
や

面
積
が
増
加
傾
向
の
様
子
で

す
。
ま
た
昨
年
同
様
に
イ
ベ

ン
ト
等
を
通
じ
、
市
民
の
皆

様
に
ご
理
解
を
頂
き
、
少
し

で
も
よ
り
良
い
農
業
環
境
を

維
持
し
、
農
業
従
事
者
の
お

役
に
立
て
る
活
動
を
推
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　

栗
山
修
一　

紺
矢
繁
雄

　

鈴
木
康
久　

髙
橋　

茂

農
業
者
年
金

　

た
と
え
、
１
ヶ
月
で
も
積
立
て

た
年
金
は
将
来
受
給
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
事
務
局
ま
で

加
入
で
き
る
人
は
？

⃝
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

⃝
農
業
に
年
間
60
日
以
上
従
事
す
る
者

⃝
�0
歳
以
上
60
歳
未
満
の
者

◦�

狛
江
市
農
業
功
労
者

表
彰

　

公
益
財
団
法
人
内
田
農
業

振
興
会
よ
り
、
令
和
３
年
度

第
55
回
農
業
功
労
者
表
彰
に

お
い
て
、
共
栄
支
部
の
谷
田

部
英
雄
さ
ん
と
小
足
立
支
部

の
冨
永
和
身
さ
ん
が
、
紫
綬

功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
お
二
人
は
多
年
に
亘
り

農
業
に
従
事
し
、
農
業
の
発

展
、
振
興
に
貢
献
し
、
農
業

後
継
者
の
育
成
に
功
労
が

あ
っ
た
者
と
し
て
、
功
績
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
の
受
賞
で
す
。

◦
内
田
農
業
振
興
会

　

農
業
功
労
者
表
彰

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞

経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

　

情
報
が
い
っ
ぱ
い
の

　

農
業
専
門
誌

を
講
読
し
ま
し
ょ
う
。

▪
発
行
日
／
週
１
回
（
金
曜
日
）

▪
購
読
料
／
月
７
０
０
円

　
　
　
　
　

年
額
８
４
０
０
円

▪
申
込
み
／ 

各
農
業
委
員
会
又
は

農
業
委
員
会
事
務
局

◦
農
作
物
へ
の
被
害
が
発
生

　

１
件
目
は
盗
難
で
す
。
畑

に
侵
入
さ
れ
て
、
２
回
に

渡
っ
て
大
量
の
玉
ね
ぎ
を

持
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
２
件
目
は
、
こ
ち
ら

も
畑
に
入
ら
れ
て
収
穫
直
前

の
ナ
ス
が
荒
ら
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
丁
寧
に
栽
培
さ

れ
た
大
切
な
作
物
へ
の
被
害

は
大
変
悲
し
い
こ
と
で
す
。

農
地
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
、
皆
さ
ん
で
お
互
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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